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胃ポリープについて
昭和36年10月30日受付

　　　　　信州大学医学部LL田外科教室

野邑道夫　篠原光男　生方彰
16 Cases of Gastric Polyp

Mitio Nomura, Mituo Shinohara, Akira Ubukata

　　Department　of　Surgery，　Faculty　of　Medicine，

　　　　　　　　of　Shinshu－Univer8ity

　　　　　　（Director：Prof。　K　Maruta）

　　　　　　緒言　　　　　 8例は吸引胃内容に粘液が多い。

　胃ポリープは胃癌や胃潰瘍に較べると発生頻度は非　　　糞便の潜血仮応は胃癌，胃潰瘍と同様に陽牲が多

常に少ないが，レ線診断の向上と手術症例の増加によ　　　く，良性ポリP・・一プ10例中7例が陽性であつた。

つて最近は本症の報告例も増加しつつある。しかも本　　　血液所見では胃癌合併例の3例は冒癌の二次性貧血

症はその発生機転に多大の興味がもたれ，また一種の　　　と考えられるが，ポリープ単独例でも貧血例が多く，

前癌状態として注目されている。我々はプL田外科教室　　　糞便の潜血反応陽性，貧血等から考えてポリープより

において最近8年1ヵ月間に胃ポリープ16例を経験し　　　の出∫血は軽視できない。

たので，主としてその臨床成績を検討し，文献的考察　　　我々の16例中術前に胃ポリープと診断されたものは

を加えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9例で，悪性ポリープ及び胃癌と合併した胃ポリープ

　　　　　　症例　　　　　は胃癌と診断された。ポリープの診断にはレ線検査が
　我々の症例は昭和28年4月より昭和36年4月までの　　重要であつて・胃癌を合併した2例を除いて他はいず

間に丸田外科で外科的治療をうけた16例であつて（表　　　れも銃眼像が認められた。胃癌の合併例では胃癌の陰

1），この間における胃手術例数は8工5例で，胃手術　　　影欠損のみを認め・ポリープの銃限像を発見できなか

例に対する胃ポリープの頻度は2，・o・・。sである。これを　つた・

病理組織学的に分類すると，良性ポリ…ブ13例，悪性　　　　治療力法としては16例中】5例に胃切除を行い・多少

ポリ＿プ3例であつて，胃ポリ＿ブ中の悪性像は18．7　　の例外はあるが悪性ポリープ及び胃癌合併例はBill－

％である。しかも良性ポリ＿プ13例の中3例は胃癌を　　　roth皿を・他の良性ボリーブにはBillroth　Iを施

合併したものである。　　　　　　　　　　　　　　行した。なお16例中1例は肝硬変症及び胆石症を合併

撚の症例雄別賜けてみると，男性・・例，姓，し謂切除剛え得ないと棚〒して箭リープのみの

6例で男性に多い。　　　　　　　　　易咄を行なつた。
　手術時の年令は41才から76才，平均56才で，所謂癌　　　　ポリープの数について述べると，単発性のもの13

年令の春に多くみられた。　　　　　　　　　　　　　　　例，2個のもの1例，3個のもの1例，多発性のもの

　症状としては不定の胃腸症状を訴えるものが多く，　　　1例で，単発性のものが多く，悪性ポリープはいずれ

胃部不快感，胃部膨満感，慶気嘔気等であつて・吐　　　も単発性のものであつた。ポリープの大きさを見ると

血2例幽門狭窄，貧血を主訴とするものが各1例ず　　小豆大から驚卵大に及ぶ種々の大きさを示すが，大部

つあつた゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分は小指頭大である。驚卵大，鳩卵大及び示指頭大の

　病悩期間は2ヵ月から20年の長きに亘るが・悪性ポ　　　3例は悪性化していた。良性ポリープはすべて腺腫性

リープの3例は2ヵ月・5ヵ月及び9ヵ月で比較的短　　　ポリ＿ブで，悪性ポリー．プは腺癌であった。

く，良性ポリープは1例を除いていずれも1年以上で

あった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　按
胃液所見では鰍、、圧購．多く、H・、t、m・。法で　胃・リープはM・・g・g・・①・繊鰯告をもつ・初

、6例中13例礁酸であつた．胃灘も・例を除き塒　めとされ・聯では灘②の鰍儲以来，矢融
間t。．5・、c以下で，分泌量砂く，その性状観ると　③，祉④，　r－t・LLI⑤，小原⑥，伊餅⑦諮島③等の

粘液が多い。胃癌を合併しない良性ポリープ10例の中　　　多数の報告例がみられる。・
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表1　　　　　　　　　　症　　　　　　　　　　例

No．姓名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1ユ

12

13

14

15

16

山本

藤森

岡田

滝沢

草間

深沢

北原

曾山

赤尾

市川

ブL山

萩原

大久保

北川

伝田

増地

性

9

？

6

6

6

8

9

6

δ

9

9

6

δ

6

9

ε

年

令

58

52

44

66

65

62

76

68

60

57

52

50

48

47

46

41

症　　状

病
悩
期
間

錨騰・胡
嘔気．吐血　2ヵ月

謝騨i瑚
上腹部膨満感

貧」血

上腹部鈍痛

上腹部鈍痛

吐血
下、lfrL

下痢

上腹部膨満感
食欲不振

上腹部！lli痛

上腹部膨満感
嘔気

上腹部鈍痛
痩削

上腹部鈍痛

上1腹部不快感

腹部不快感

嘔気

1年

5年

5年

10日

10年

15年

14’年

8年

1年

1年

1年
20年

3年

胃液所見隣

酸度

無酸

無酸

無酸

無酸

低酸

無酸

無酸

無酸

低酸

無酸

無酸

無・酸

無酸

無酸

正酸

無酸

性
状

粘

粘

粘

粘

粘

粘

粘

粘

粘

粘

粘

盆鞭
ccl便

32

27

71

50

44

35

10

23

18

25

49

20

25

41

50

12

十

十

十

帯

十

冊

十

十

十

十

十

十

1

血液所見i組i発　i

細黙大きさ
，8　1

85

90

56

53

50

80

70

65

77

92

72

88

95

74

100

290

580

475

280

210

306

394

453

345

429

495

398

474

471

336

529

腺癌

腺癌

腺癌

腺腫

腺腫

腺腫

腺腫

腺腫

腺願

腺腫

腺腫

胃前庭

胃前庭

胃前庭

霧前庭i

習前庭

胃体都

胃全面

胃前庭

胃前庭

胃前庭

胃前庭

腹踵胃前庭

腺腫閏前庭

腺1題冒体部

腺腫胃前庭

腺腫胃前庭

個

数

治　　療

驚卵大　1胃切除BK

示指頭大1胃切除BI

鳩卵大　1胃切除B9

小指頭～
小豆

胡桃大

小豆大

小指頭～
小豆

小指頭大

小指頭大

小豆大

小指頭大

栂指頭大

小指頭大

小指頭大

胡桃大

小指頭大

3

1

1

多

1

1

2

ユ

1

1

1

1

1

胃切除Bll

胃切除Bll

胃切除Bπ

胃切除BI［

胃切除BI
ポリープ切
除

胃切除Bl

冒切除Bl

胃切除BI

胃切除BI

腎切除BI

冑切除BI

胃切除BI

合併症

胃　癌

胃　癌

胃　癌

肝硬変症
胆石症

膵管異常

刻胃締例，。対する胃ポリープの頻！斐　　変化舳来するものが獅とい淋⑫・K・nj・t・ny⑲

報告者匪例　％　潔膠罐窓鑓匙畿難
中　　　　山

Kment
Eusterrnann

小　　　　原

村　　　　上

伊　在　井
宮　　　　嶋

Morson

宇　佐　美

著　看　等

3557例中

1440

2168

980

924

379

828

240

210

815

O・7　　　　　　て粘膜筋層下に達し，こsで更に著明な増殖を遂げて

1・0@　　　　　粘膜筋板線維がもち上げられて形成されるとしてい
1’3 @　　　　　る。又唐沢⑭によれば食道或は結腸等の胃以外の消化
1．3

、．6　　管に癌が存在しそれと同時に胃噸雛級が存在
3．7　　　する場合vcは胃に見出される病変はポリープ・又はポ

3，g　　　　　　リ…プ癌が極めて多いことより，消化管のうち食道，

5，0　　　　　　或は腸に癌を発生せしめる様な刺戟は胃にポリープを

5・2　　　　　　発生せしめやすいと推定している。McManus⑯によ

2’O　　　　　　れば，脳下垂体生長ホルモンリ分泌増加によって内分

　　　　　　　　泌平衡の失調を来し，これが胃ポリープの形成に関係

　しかしながら胃ポリープの発生頻度は一般に少な　　　があると推論している。以上のように，胃ポリープの

く，剖検例ではBorrmann⑨は0・09％，　Lawrence　　成因には諸説があるが，唐沢等⑭の食道、結腸，直腸

⑩は0．7％，『宇佐美⑪は0，86％と報告し，いずれも　　等の癌と胃ポリープとの共存例の検討は特に興味があ

1％以下であるが，胃乎術例に対する頻度はee　1の如　　　り，胃ポリープの患者に於ては広く消化器全般を検査

く1％から5％の範囲を占め，我々の症例では2，0％　　　する必要を暗示するものである。良性ポリープは（1）

であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　inflammatory，（2）trueadenomatous，（3）neo一

　本癒の成因については萎縮性胃炎に於ける過形成性　　Plasticの…三型に分類され⑯，我々の13例はtruea一
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denomatousである。　Berg⑳は106例のadenorna一　　軽重から良性或は悪性を推測することはできない。稀

tous　polypを病理組織学的に検討して，　metaplastic　　な症状として上腹部の激痛と幽門閉塞症状を訴えた報

・i。，。、ti。。1ized・9。、t，i、　epith，ii。mヵ・麟な役　告があるが⑨歌・も幽門癬症糖訴えた・例雄

割をなすものであつて，悪性化するものであろうとい　　験した。

い，。d。n。m、，。。、p。・y口よ蒲状態であると榊し　胃液所見で｝漁酸症の多い・と｝瀦家⑦⑯⑰⑲の認

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めるところであるが・我々の症例でも16例中13例が無

好熱位については胃体部が継多く，胃前麟，　醸であつた・H・y⑰・軸⑥靴胃ポリーvの多く

離部の順とする結もあるカ・⑰謂前庭部，幽f・r部　は慢膿雛隈を合併するとい…B・wers⑲は慢

が最も多いとする報告が多数を占めている⑦⑳⑳我々　　性萎縮性胃炎の患者は定期的にポリープの発見に務め

の症例でも胃前底部に最も多く見られた。　　　　　　　るべきであるという。いつれにせよ胃ポリ｝プと慢性

胃創一プの悪性化の頻度敵献によれば却の如　萎縮性骸と購接な関係があつて，轍症はこの胃

く一般に高率であつて，我々の症例では18．7％であ　　　炎のためと考えら淑る。

る．H。y⑰嚇リープの大きなもの程悪｛生化の騨」が　血漸見ではH・y⑰e・よ鳳悪性蝕13例で，低

大であるといい歌。の症例で鷹卵大，　」｝rl卵大及び　舗蛾雌・例のみにみら滴とい・・灘⑳はす

示指頭大の3例に悪性化をみた。Carlson⑯はポリ＿　　　ぺて低色素性貧血であるという。我々の症例も貧血例

プの直径が2cm以上，　Rienieet＆Broder⑱OX　2．3　　はすべて低色索性貧血であつた。

、m以上のもの曙性化したものが多、、、云つて、、　言蜥は〃げ・踏が最櫨要であつて・黒川⑳

る．・れら噂黙ポリープ漱鋤・大きさを増すζ　によれば，撫像のヲ晩とり・・｝ミリープの撒購は

つれて悪性化する危険が大きくなることを示してい　　中断されることなく・透視触診によつて透明部で指先

る。しかし，ポリープが大きいから悪性化するのか，　　　がすべり落ちる感じがあるという・我々の症例でもポ

悪性化したために急激に大きくなつたかは疑問であ　　　リーブ単独例はすべて銃眼像を示した。

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　治療についてはポリープが大きいか・或は悪性化を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　疑わしめるものに限つて手術を行い，他は経過を観察

　　刻胃剥一プの悪靴の搬　　　　するとt・・う消極的観解もある網⑫積布励蝟

　　報告者　症刎＿．％＿　　晶講禦禦雛箒1蕨二灘塞盤繍
Carlson

Berg

伊　在　井
宮　　　　1鳴

McManus

中　　　　山

Benedict

Brunn

村　　　　上

著　者　等

49例中

106

ユ4

43

20

25

17

41

45

16

12・0　　　　　　　にも悪性化の有無の決定しがたいことから我々は広汎

13’0　　　　　　胃切除を施すべぎであると考える。

14，3

　　　　　　　　　　　　　　結　　語
18．6

20．0　　　　我々は過虫8年1ヵ月間に・St田外科教劉こおいて

28．0　　　　　　16例の胃ポリープを経験し・臨床的及び病理組織学的

41．2　　　　　　に検討し，特にその成因及び悪性化の問題について丈

5LO　　　　　　献的考察を行なつた。

66・・7　　　　　　　　　　　　文　　献

18．7　　　，　　①Morgagni：Hay　et　alより引用，　Su「9・，’33：3，

　　　　　　　　］953．　②溜水；グレソツゲビート，6，1591，1932・

　性別では伊在9t一⑦の本邦集計にょれば，男性70．4％，　　③矢尾板等：外科，14，489，1953・　　④村上等：

女性29・6％であつて，我々の症例も男性に多い。　　　　癌の臨床，」，397，］935・　⑤中山等：手術，12，

　年令は50才から70才が728％で，癌年令層に多いこ　　760，1958．　　⑥小原等：臨消，6，353，1958・

とを示している。しかし17才の若年者に発生したとい　　⑦伊在非：外科の領域，7，97，1959・　　⑧宮鳩：

う報告もある⑰。　　　　　　　　　　　　　　　　　癌の臨床，5，525，1959．　⑨Borrmann；Handb，

　症状は不定の胃腸症状であるが，Hay⑰にょれば良　　　d．　Spez．　Path．　Anat，　u，　Hist．　Henke　u．　Lubarsch．

性ポリープ69例中31例は無症状で悪性ポリープ28例中　　4，81♀，1926・　　⑩Lawrence：Amer．　J．　Surg．，

1例のみが無症状であつたという。我々の症例では良　　　31，499，1936，　　⑪宇佐美：癌，37，261，1943．

性と悪性との間に症状の相異軽重は認められず，良性　　⑫崎田：臨消，7，673，1959．　　⑬Konjetzny：林

ポリープでも吐血・下血を認めた例があつて，症状の　　　等より引用，日外宝函、，29，845，　　⑭唐沢：日消
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Surg．　Gynec．＆Obst．107：12，1958．　　⑰Hay　　誌，31，107，1955．　⑳Ensterman　et　al　：Surg．

et　al；Surg，，33：3，］953．　　⑱Rienieet＆　　　Gynec．＆Obst．34：5，］922．　　⑳Kment：清野

Broder　：Hay　et　alより引用，　Surg．，33：3，1953・　　等より引用，臨消，7：10，1959・　　⑳Morson：

⑲W．F，　Bowers：Surgical　Gastroenterology，　　　綾部より引用・治療，42：2・1960・　⑳Benedict．：．

SPringfield，1960。　　⑳綾部等：治療，42：2，　　　Surg．　Gynec．＆Obst．58，79，1934．　⑳Brunn；

1960．　　⑳黒川：消化管診断集成　上巻，東京，　　　S町g．Gynec．＆Obst，76，257，．1q43，

1956．　　⑳常岡：最新医学，13：ユ2，1958・


